
第３回 実行委員会議事録 

 

日 時 平成２１年５月２０日（水）１９：００～２１：３０ 

場 所 同窓会館２Ｆ 和室室 

参加者 Ａ 松岡 利明 

    Ｂ 草間 孝仁、田村 明彦、山田 静子 

    Ｃ 赤廣 葉子、百瀬 信、山本 利明、吉澤 拓 

    Ｄ 庄司 浩政、三沢 恵理子、百瀬 絵里子 

    Ｅ 栗幅 薫、西村 明美、吉江 幸彦 

    Ｆ 伊藤 智寿、遠藤 彰、高宮 深音 

    Ｇ 西沢 淳、畑中 清志、馬瀬 健至 

    Ｈ 牛越 浩司、清沢 京子、山本 俊幸 

１． 開 会 

遠藤実行委員長より、冨田会長・永春副実行委員長欠席の旨を報告。更に、本人も他会議が重なりこれ

から中座しなければならないため、本日の議事進行は吉江副実行委員長が行うことを告げ開会する。 

２．組織について 

  議長より、第２回実行委員会議事録を基に決定事項等を確認後、実行委組織について説明。 

  特に、広報委員会については報道機関に勤務する３名があがっているが、会議の出席が難しいためもう

少し委員を増やす必要があるのではないかと提案。今後、適任者がいたら推薦して欲しい旨伝える。本

件については、特に意見は無し。 

３．ＨＰ立ち上げについて 

 議長より本件提案の趣旨を下記のとおり説明。 

① 第３１期「やまびこ会」をはじめ、先輩方が「愛のリレー」活動にあたりＨＰを活用している 

② 主に、外部者向けというよりも第３２期卒業生＜県外在住者、実行委員会に所属しない人など＞ 

に、活動内容、協力依頼、伝達事項などをつぶさに知ってもらう手段とする 

 続いて、ＨＰの仕事を手がけている人、または個人的に長けている人が仲間内にいないかを議長より投

げかけるが特に反応がないため、議長より次の提案がされた。 

① ＨＰを業者に委託した場合、一般的に作成費１ページ 10000 円～15000 円、デザイン料 100000 円～ 

150000 円、維持管理費 3000～10000 円／月、サーバー料金 0～3000 円／月といった経費が必要にな

る 

② 携帯から気軽に見ることができない 

③ 更新が特定の人しかできない（負担大きい） 

などの問題があるため、ＨＰではなくブログで代用してはどうか。 

具体的には、「コミュプラス」という製品（制度）を使うと次のような利点がある。 

① 経費が２０７９円／月で済む＜解約は月単位で可＞ 

② 携帯電話から更新（もちろんＰＣでも）ができる。しかも、登録可能な１０アドレスから更新・投

稿ができるため、常に１０名が更新作業に当たれる 

③ 記事を見た人がコメントを書き込めるため、遠方在住者とのコミュニケーション手段になる 

④ メールマガジン機能があるため、第３２期生のメールアドレスが登録できれば、情報・依頼事項等

が一斉配信できる 

⑤ ＰＣ、携帯電話からいつでも手軽に見に来られる 

⑥ ＱＲコードが発行されるため、携帯から一発でアクセスできる 

本件については、会長、実行委員長不在の場であることから、今回は提案にとどめ、決定は次回とした。 



４．今後の日程 

  （１）募金について 

  ① 議長より、本日「愛のリレー趣意書」等の資料発送をし、６月には納付書を発送、募金活動が始ま

る旨を説明 

② 山本委員より、「このご時世、15,000 円の寄付金額はいかがなものか」との意見が出される。これ

に対し高宮事務局長より「この金額は第１回の実行委員会での決定事項である」旨の説明があり、

決定事項としてこの金額で募ることを確認し合った。 

③ 議長より、募金については「どうしても 15000 円でないといけないのか」「分割払いはダメか」な

どの質問が出たときのために最低限の取り決めがないといけないのでは・・・との投げかけに対し、

栗幅委員より「最近受けた寄付金依頼には、～この金額が難しい場合には、いくらでも結構です 

～との注意書きが添えられていた」との意見が出される。結論として、とにかく６月に募ってみて 

様子を見ながら対応を考えることとなった。 

④ 高宮事務局長より、「募金のフォローはクラス単位になるだろうが、クラス委員任せではなく実行

委員会役員全員が協力して欲しい」「次回実行委員会の際に都合のつく人は、募金を納めてもらい

たい」との要望。これを受け、馬瀬会計責任者より「実行委員会開催時の納入は、直接自分に現金

納入で構わない」ことが付け加えられた。 

（２）６月 ６日 松本県ヵ丘高等学校同窓会総会 

   ６月 ６日 第４回実行委員会（１９：００～県陵会館２Ｆ） 

   ６月１３日 東京同窓会 

  以上について、日程確認と参加者調整を実行委員長がさせてもらう旨を議長より説明。 

５．その他 

  議長より、伊藤企画委員長に記念事業の話し合い進捗状況を発表するよう要請。伊藤委員長「松岡修三、

横浜マリノスの下條先輩等の講演企画が挙がってはいるものの、決定まで至っていない。皆さんからの

意見も頂戴したい」。 

  当面、企画委員会で集中して企画内容を話し合うが、何か良いプラン・アイディアがあったら、企画委

員に提案頂くことを全委員に依頼し、閉会。 

＜備 考＞ 

１． 会議終了後、趣意書等の封入封緘作業を全員で行う。当日、発送完了（松岡総務委員長） 

２． 過去の記念誌を回覧した 

 


